
理想的なシステム連携を実現できていますか？

IHE 概要

IHE という考え方
IHEとは Integrating the Healthcare 

Enterprise の略で医療情報システムの相
互接続性を推進する国際的なプロジェクト
です。IHE という言葉を初めて聞く方に
とっては、これだけで何であるかを理解す
ることは困難でしょう。そもそも医療情報
システムは医療を支える裏方のような存在
であり、医療行為を行う直接的なツールで
はないため、医療現場で働く医療従事者に
とっては関心の希薄な分野ではないでしょ
うか。しかし、施設の規模や場所を問わず、
医療情報システムはライフラインのように
医療を行う上で欠かせないシステムのひと
つなのです。

医療情報システムの利用経験がある方
ならば、思ったように医療機器やシステ

ムが接続できず、情報を円滑に利用でき
なかったという経験をお持ちではないで
しょうか 。ライフラインのように「使
えて当たり前」とはいかないのが現状と
思 われます。IHE ではこのような 問 題 を
解決するためのひとつの手段を提案して
いるのです。

 IHE 誕生の背景
IHE の概念は放射線領域の医療情報シス

テムから発祥しました。その昔、CT、MRI
などの医療機器メーカーは画像診断機器か
ら発生する画像情報を独自のサーバーに保
管し利用するシステムを開発していました。
当時の画像情報は開発メーカー独自のデー
タ形式であり、他社の装置やシステムで利
用することは容易ではありませんでした。

しかし、利用者は異なるメーカーの装置、
システム間で画像情報を送受信すること
を望むようになります。そこで生まれたの
が、「標準規格」と呼ばれる、医療機器や
システムを問わずに情報の送受信を可能と
するデータの規格です。医用画像分野にお
いては「DICOM」（Digital Imaging and 
Communications in Medicine： ダ イ コ
ムと読む）と呼ばれる医用画像情報の標準
規格がそれにあたり、電子カルテなどの医
用文字情報の標準規格は「HL7」（Health 
Level Seven：エイチエルセブンと読む）
がそれにあたります。このDICOM の登場
により、撮影・検査装置やシステムのメー
カーを問わず情報の送受信が可能となりま
した。しかし、標準規格を利用すれば必ず
しも全てにおいて情報の送受信が容易に行
えるかと言えばそうではありません。これ
は医療情報システムを利用する場面（ワー
クフロー）が施設や運用状況によって多種
多様となり、そのワークフローごとに標準
規格をどのように使って情報連携を行うか
というルールが明確に定まっていないため
です。人間同士の言葉のやり取りに置き換
えると、日本語、英語という言語は明確に
なっているものの、方言が存在するために
言葉が通じないのに似ています。

Integrating the Healthcare Enterprise
医療情報の統合化へ向けて
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IHE 導入により期待される効果

International Adoption of IHE

標準規格の使い方の明確化
標準規格の使い方が明確でないとどう

なるでしょうか。まず、標準規格を利用
した医療情報システムを導入したものの、
異なるメーカーの機器やシステムと接続
する際に細かな設定やカスタマイズが必
要となる場合があります。そのために長時
間の打ち合わせの労力や開発期間とそれ
に伴う費用が必要となる場合が多く、ユー
ザー・メーカー双方にとって大きな負担と
なっています。カスタマイズにより接続を
実現しても、導入後のバージョンアップの
度にカスタマイズが必要となる場合が
あり、カスタマイズがカスタマイズを呼ぶ
悪循環に陥る場合や、カスタマイズが原因
となってバージョンアップが困難となる
場合もあります。また、設定やカスタマイズ
自体が困難な場合もあり、その場合、他メー
カーとのシステム連携が実装できません。
このような問題はシステム導入時に限った
ことではなく、システム更新時に他メーカー
への乗換えを行う場合においても同様の
問題が発生し、また、放射線分野に限った
ことではなく様々な医療分野においても
同様の問題です。

近年、医療の IT 化が進み、専門分野
ごとのIT 化だけではなく施設全体のIT 化
という視点からのシステム連携や、他施設
とのシステム連携に対するニーズが高まっ
ています。これらを実現する場合も標準
規格を円滑に利用することが可能であれば、
打ち合わせやカスタマイズの省略が可能
となり、導入費用の抑制や将来的な汎用性
に期待を持つことが出来るのです。

IHE では、これらの標準規格の使い方
が定まっていないことに起因する問題を
解決するために、あらかじめ標準規格の
使い方の「ガイドライン」を提案してい
ます。IHE の示したガイドラインを利用
することで、施設やシステムごとに細かな
設定やカスタマイズを行うことなく、機器
やシステムメーカーを問わずに連携できる
システム（マルチベンダシステムという）
の構築が可能となり、開発期間や開発
費用の抑制が可能となります 。

統合プロファイルとテクニカフレームワーク
ユーザーは利便性の高いワークフローを

実現するためにメーカーを問わないシス
テム連携を望みます。それを安価で容易に
実現するためには、標準規格の使い方の
ガイドラインが必要となります。このガイ
ドラインを定める際には、事前に実際の
医療現場での一般的なワークフロー調査を
行い、その上でシステム連携を実現するた
めに必要となる標準規格の使い方を示した
ガイドラインを策定しているのです。

IHE では医療現場での一般的なワークフ
ロー分析の結果である業務シナリオを「統
合プロファイル」と呼び、その統合プロファ
イルに沿ったシステム連携を実現するため
の標準規格の使い方を示したガイドライン
のことを「テクニカルフレームワーク」と呼
んでいます。

 IHE の世界的な活動と組織
IHE が確立されたのは北米です。その

概念は世界各国で広く受け入れられ、その
活動は世界20ヶ国以上にまで広がってい
ます 。我が国では日本 IHE協会とし
て活動しており、放射線、放射線治療、循
環器、臨床検査、病理・臨床細胞、内視鏡、
眼科、PCD（Patient Care Device）、
ITI（IT Infrastructure）の領域に分か
れて活動を行っています。各領域はさらに
企画部門と技術部門に分かれており、企画
部門は医療施設で実務に携わる医師・コメ
ディカルや学会等の関連団体のメンバーで

委員が構成され、技術部門はメーカーや医
療施設の医療情報システム管理担当者で構
成されています 。委員（会員）は公募
されており、ユーザーとメーカー側の双方
の視点から活動を行っています。日本 IHE
協会への入会は公式 Webサイトに情報が
掲載されています。

 IHE の利用方法
医療情報システムの導入や更新を予定し

ている施設は、利用したいIHE の統合プ
ロファイル（業務シナリオ）を選択し、仕様
書に統合プロファイルを記載します。メー
カーはその統合プロファイルを実現するた
めのテクニカルフレームワークをシステム
構築の際に使用します。全ての統合プロファ
イルが施設の要望に当てはまるかと言えば
そうではないため、利用者は必要であると
考える統合プロファイルのみを選択し、部
分的にIHE のテクニカルフレームワークを
利用することが可能となっています。
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日本 IHE 協会の組織図

※上記各委員会に加えて、PDI 制度検討委員会も IHE の主要な活動を担っています。

IHE の活動：IHE サイクル
IHE では医療現場での統合プロファイル

（業務シナリオ）の分析、テクニカルフレー
ムワークの策定、コネクタソン、IHE の普
及活動、実装製品の医療現場での統合プロ
ファイル（業務シナリオ）の導入、というサ
イクルで活動を行っており、この一連のサ
イクルをIHEサイクルと呼んでいます。こ
のサイクルによって一度製品としてリリー
スされた後も、統合プロファイルやテクニ
カルフレームワークが医療現場のワークフ
ローのニーズに合っているかどうかを検証
し、改良する仕組みとなっています 。

 IHE の用語解説：アクタとトランザクション
本パンフレットを読み進めるにあたっ

て、「アクタ」「トランザクション」という言
葉が登場します。テクニカルフレームワー
クは「アクタ」と「トランザクション」で表
現されているからです。「アクタ」とは演劇
でいうところの登場人物のことであり、医
療情報システムにおける「アクタ」とは例え
ばCT などの撮影装置や、装置で撮影した
画像を保管するサーバや、画像表示端末の
ディスプレイのことです。「トランザクショ
ン」とはこの「アクタ」の間でやり取りされ
る情報のことです。

 IHE の普及活動
IHE の概念は理論的には的を射ているは

ずですが、それを実際に広く一般的に医療
情報システムに実装するためには、これを
利用するユーザーからの多数のニーズが必
要となります。つまり、メーカーはお客様
の声があって初めて製品を開発しリリース
するのです。そのため、日本 IHE協会では
IHE の考え方を広く一般の方にご理解いた
だくために、年に数回全国各地で開催する
ワークショップや学会等でのセミナーなど
を通じて普及活動を行っています。ワーク
ショップやセミナーで用いたプレゼンテー
ション資料は日本 IHE協会公式 Webサイ
トで公開しています。

IHE 対応製品の接続試験：コネクタソン
一般的にシステムや医療機器を施設に導

入した際には、実際にデータの送受信を確
認する接続テストを行います。これと同様
にIHE のテクニカルフレームワークを実装
したシステムや機器もデータ送受信の接続
テストを行う必要があります。しかし、対
象となるシステムや機器は多数のメーカー
に及ぶため、メーカーごとに個別に行うこ
とは不可能です。そこでIHEでは年に一度、
テクニカルフレームワークを実装したシス
テムや機器を一同に集め、数日間にわたる
接続試験を行っています。この長時間に渡
る接続テストを「コネクト」と「マラソン」
を合わせた造語で「コネクタソン」と呼んで
います。このコネクタソンの結果は一覧表
となっており、日本 IHE協会公式 Webサ
イトから入手できます 。

日本 IHE 協会公式 Web サイト
http://www.ihe-j.org/

コネクタソン会場
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統合プロファイル（業務シナリオ）一覧

予約済みワークフロー（SWF : Scheduled Workflow）

患者情報一貫性の確保（PIR : Patient Information Reconciliation）

放射線領域の IHE

放射線領域の統合プロファイル
IHE 放射線部門のテクニカルフレーム

ワークは、1999年から開発が行われ年を
追う毎に進化してきています。特に近年で
は、マンモグラフィーやフュージョン画像な
どの特徴的な分野への開発が進んでいま
す。また、既存の統合プロファイルの改修
を行う傾向もあります。放射線領域では、
22の統合プロファイルが定義されていま
す 。各々の統合プロファイルが対処
する臨床的問題および、関連する情報・画
像処理システムの一般的カテゴリーについ
て簡単に説明しましょう。

予約済みワークフロー（SWF）
統合プロファイル SWF は、画像診断部

門で一般的に行われているワークフローを
実現するシステム連携をサポートしていま
す 。医療情報システムへの患者情報
登録から、オーダ発行、スケジュール作成、
検査実施、画像収集、保存、表示、レポー
ト作成の間で患者情報を維持するためのト
ランザクションを指定した基礎となるプロ
ファイルです。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●患者情報登録システム [ADT]
●病院情報システム : HIS（オーダリング）[OP]
●放射線情報システム : RIS [OF]
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]

患者情報の整合性確保（PIR）
統合プロファイル PIR はSWF の拡張

版で、救急等で撮影した身元不詳患者の画
像に対して、事後に対象患者に受診、オー
ダ歴があることが判明した際に、撮影済み
画像の患者情報を修正するプロファイルで
す 。上位システムの患者情報を修正
することで、下位システムの情報も全て修
正が可能となります。この他にも結婚、新
生児など姓名が変わった事にも事後照合で
きます。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●患者情報登録システム [ADT]
●病院情報システム : HIS（オーダリング）[OP]
●放射線情報システム : RIS [OF]
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]
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画像表示の一貫性確保（CPI : Consistent Presentation of Images）

キー画像ノート（KIN : Key Image Note）

可搬媒体による画像データ交換（PDI : Portable Data for Imaging）

画像表示の一貫性確保（CPI）
統合プロファイル CPI は、モノクロ画

像の表現と表現状態情報（アノテーション、
シャッター、回転、表示領域、拡大）の一
貫性を維持する機能を実現するプロファイ
ルです 。読影者が確認したウィンド
ウレベルなどの表示状態の保存が可能で、
その表示状態は診断用ワークステーション
での画像表示やフィルム、紙媒体でも維持
されます。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●画像観察、診断用ワークステーション
●画像表示装置 [ID]
●各媒体（フィルム、紙）などへの
　ハードコピー画像作成システム
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]

キー画像ノート（KIN） 
統合プロファイル KIN が指定するトラ

ンザクションによって利用者は画像検査に
メモを添付することができ、検査結果の重
要な画像（1枚または複数）を示すことがで
きます。このメモには、添付目的を示すタ
イトルとユーザーコメント欄があり、この
プロファイルをサポートするシステムの間
で画像が移動するとき、メモは適切に保存・
保管・表示されます。利用者は、さまざま
な目的で画像にキー画像メモを添付でき
ます。例えば、紹介医師 の連絡先・ティー
チングファイルの選択・他部門の助言・画
質の問題などがそれにあたります 。 

このプロファイルに関係するシステムは
部門の画像処理システムと医療機関全体の
画像分散システムで、次のようになります。 
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●診断レポーティングワークステーション
●画像表示装置 [ID] 
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]

可搬媒体による画像データ交換（PDI）
統合プロファイル PDI は、CD-R等のメ

ディアに記録された画像および診断レポー
トのインポート、表示、または印刷を確実
に実行できるようにすることを目的として
います。このプロファイルでは、メディア
で診断および治療に関する情報を配布する
ためのアクタとトランザクションを指定し
ています 。

関係するシステムは可搬媒体への書き込
み、読み込みを行うために次のようになり
ます。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●可搬用画像書き込みシステム [PMC]
●可搬用画像読み込みシステム [PMI]
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]
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乳房画像（MAMMO）

放射線領域のその他のプロファイル

メディアインポートの整合性確保（IRWF : Import Reconciliation Workflow）

他の部門から放射線科の情報（画像、読影レポート等）にアクセスするための手順を規定した統合プロファイル

ノード（実装されている装置）間の相互認証を行い安全性を維持する。個人情報に関わる監査証跡を残す。

部門システムのスケジュール管理（オーダ受け）システムと医事会計器（Charge Processor) の間で情報を交換する。

ワークステーション、撮影装置で作成される測定結果などの非画像情報、例えば診断の根拠となる情報を生成、保存する機能

複数の機器から画像を収集し、レジストレーション、ブレンドによって融合された画像の表示を行う。

投与された放射性物質 (RI) の体内での分布やこれをトレーサとして測定した代謝量、血流量を表す画像。

検査画像に対する各種の画像処理などの後処理のワークフローである。CT 画像データなどの３次元画像処理などが想定されている。

複数検査手続きを一括撮影し、表示の際には手続き単位にできる仕組みを実現した統合プロファイル

報告書にまつわる業務の流れを 13 のユースケースに基づき記述している統合プロファイル。他の統合プロファイルと連携・整合を保つよう工夫されている。

DICOM SR 規格に基づく報告書作成のための統合プロファイル。報告書は正式の診断報告書に入力することができるので、情報の再入力が避けられる。

臨床データから匿名化を行い教育用・臨床トライアル用のファイル出力を行う。

医療施設間で画像データを共有する仕組みを提供。インデックスをレジストリで保存、リポジトリで画像本体を保管し画像データソースの所在管理を行う。

統合プロファイル

放射線科情報へのアクセス

監査証跡とノード認証

会計処理

エビデンス文書

フュージョン画像

核医学画像

後処理ワークフロー

複数検査手続きの一括撮影と表示

報告書ワークフロー

画像・数値を含む報告書

教育・臨床トライアル用データ出力

施設間画像データ共有

略 語

ARI

ATNA

CHG

ＥＤ

FUS

NM

PWF

PGP

RWF

SINR

TCE

XDS-I

解　　　説

メディアインポートの整合性確保（IRWF）
統合プロファイル IRWF は、他施設から持

ち込まれた可搬媒体（CD、フィルム等）内のデータ
を自施設のシステムに取り込み、保存します。
前提条件として患者情報が取り込みを行う施設
のシステムに登録されていること。取り込みは
HIS・RIS で予めオーダを発行する方法と医事シ
ステム、HISに患者情報を問い合わせて情報を
取得して取り込む方法とがあります。オリジナル
の情報を残し、自施設での運用に適応した情報
に書き換えることを可能にしています 。

関係するシステムは可搬媒体への書き込み、
読み込みを行うために次のようになります。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●可搬用画像書き込みシステム [PMC]
●可搬用画像読み込みシステム [PMI]
●病院情報システム: HIS（オーダリング）[IM/IA]
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]

乳房画像（MAMMO）
統合プロファイル MAMMO は、効果的・効率的

な診断のための画像表示とハードコピー機能を
定義しています。マンモグラフィーは画像のデー
タ属性が医療機器メーカー毎に異なり、一般的な
画像表示レイアウトが適応しない特異性があり
ます。また、専用のワークステーションで用いられ
る表示処理機能やCADを含むワークステーション
との組み合わせで診察するなど、相互運用可能な
データオブジェクトをサポートします 。

このプロファイルに関係するシステムは部門
の画像処理システムと医療機関全体の画像分散
システムで、次のようになります。 
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●病院情報システム: HIS（オーダリング）[IM/IA]
●診断レポーティングワークステーション 
●画像表示装置 [ID]
●モダリティ[Aq.Modality]
●画像管理保管システム : PACS [IM/IA]
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放射線治療計画ワークフロー（ NTPL-S：Normal TreatmentPlanning-Simple ）

放射線治療実施時ワークフロー（TRWF : Treatment Workflow)

放射線治療スケジューリングワークフロー（ESI : Enterprise Schedule Integration)

放射線治療領域の IHE

放射線治療領域の統合プロファイル
放 射 線 治 療 領 域のIHE活 動は2004

年より北米で開始されました。日本では
2006年より活動を始めました。放射線
治療領域では、現在3つの統合プロファ
イルが公開されています。また、1つの統
合プロファイルが公開へ向けた文書化作
業を行っています。放射線治療計画のた
めのワークフローとしては「放射線治療計
画ワークフロー（NTPL-S）」と「放射線治
療のためのマルチモダリティイメージの登
録（MMR-RO）」があり、放射線治療実施
のためのワークフローとしては「放射線治
療実施時ワークフロー（TRWF）」がありま
す。「放射線治療スケジューリングワークフ
ロー（ESI）」は放射線治療依頼と放射線治
療の照射スケジューリングのためのワーク
フローです。各々のプロファイルのワーク
フローを簡単に説明します。

放射線治療計画ワークフロー（NTPL-S）
放射線治療計画ワークフロー（NTPL-S）

は、放射線治療計画を立案する時のワーク
フローです。このプロファイルでは、放射
線治療計画装置を機能によって4つのアク
タとしています。輪郭情報を作成する放射
線治療計画装置、照射計画を作成する放射
線治療計画装置および、線量分布を計算す
る放射線治療計画装置で放射線治療計画
情報を作成し、線量分布表示装置にて放射
線治療の照射情報と線量分布の表示を行
います。アーカイブは放射線治療計画情報
の保存機能を持っている必要があります。
各放射線治療計画アクタと線量分布表示
装置アクタは、必要とする治療計画情報を
アーカイブから取得します。また、各アク
タで作成したデータは他のアクタが利用で
きるようアーカイブへ保存を行います。こ
のワークフローを適用することで、放射線
治療計画をマルチベンダシステムで行うこ
とが可能となります 。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●輪郭情報を作成する放射線治療計画装置
　［Contourer］
●治療計画を作成する放射線治療計画装置
　［Geometric Planner］
●線量分布を計算する放射線治療計画装置
　［Dosimetric Planner］
●線量分布表示装置［Dose Displayer］
●アーカイブ［Archive］

放射線治療実施時ワークフロー（TRWF）
TRWF統合プロファイルは、放射線治療

での日々の照射を実施するときのワークフ
ローです。放射線治療情報システムは日々
の照射に関するワークリストの管理を行い
ます。ユーザーは放射線治療装置を操作し、
放射線治療の照射を実施します。まず、放
射線治療情報システムで作成された放射線
治療の照射ワークリストを放射線治療装置

が取得します。また、取得したワークリス
トに関連して放射線治療情報をアーカイブ
から取得します。次に、ユーザーはワーク
リストに従って患者のセットアップと放射
線治療の実施を行います。照射が完了すると
放射線治療装置は放射線治療情報システ
ムへ照射が完了した通知を行います 。
このワークフローを適用することで、放射
線治療領域でも照射実施時のワークリスト
管理が可能となります。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●アーカイブ［Archive］
●放射線治療情報システム [TMS]
●放射線治療装置および操作コンソール［TDD］

放射線治療スケジューリングワークフロー（ESI）
ESI統合プロファイルは、文書化作業中

のプロファイルで2009年中には公開を
予定しています。放射線治療に関する治
療依頼の発行、照射スケジュールの作成

および、照射実施情報の情報連携を行う
ためのワークフローです。病院情報システ
ムは放射線治療依頼を発行し、放射線治
療情報システムでは照射スケジュールの
作成と照射実施の通知を行います。放射
線治療では、治療依頼が発行された時点
で放射線治療の詳細が決定していません。
詳細内容が決定した段階で放射線治療情
報システムが照射スケジュールを作成し
病院情報システムに通知を行います。ま
た、照射の実施が終了すると病院情報シ
ステムへ実施完了情報の通知を行います

。このプロファイルは日本からの提
案で文書化が進められています。このワー
クフローにより病院情報システムと放射線
治療情報システムでの情報連携が推進で
きると期待されています。
＜関係システム [ アクタ名 ] ＞

●病院情報システム（オーダリング）［HIS］
●放射線治療情報システム［TMS］
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破線で囲った部分が循環器領域での特徴を持つ検査であり、
医療情報の標準化が望まれる分野である。

MFER、SVG、PDF を利用した
マルチベンダシステムの構築

循環器領域の医療情報の特徴

労作性狭心症を診断する際の検査の流れ

MFER による心電図情報連携

循環器領域の IHE

循環器領域の医療情報の特徴
循環器領域の最大の特徴は、恒常的に収

縮と拡張を繰り返す心臓という臓器を扱う
点です。そのため、心血管撮影、心臓超音
波検査などの動画像を用いた診察が必須で
あること、心臓の電気的興奮を計測する心
電図波形、EPS波形、心収縮時の経時的
な圧波形などの波形データを多用する特徴
があります 。動画像データは放射線
領域の静止画像データと同様にDICOM に
よる標準化が進んでいるため、IHE を利用
しやすい環境下にあります。一方波形デー
タは、現在までのところ、波形 データの
標準化の国際的普及は遅れており、PDF、
SVG などの画像データ（紙の心電図を画
面に表示したような画像データ）として取
り扱われています。そのため、比較表示が
煩雑であるという問題とともに、元来波形
データであるにも拘らず保存時に画像デー
タとして扱われるために、波形そのものの
解析ができないという本末転倒した不便さ
が生じています。また、これら画像検査や
心電図検査の施行時に、運動負荷あるいは
薬物負荷が頻繁に行われることは循環器領
域の大きな特徴です 。 

上述の特殊性に鑑み、われわれは以下の
6項目についてワークフローの作成に着手
しています。将来的には、日本で検討が開
始された波形情報、血管内画像診断などに
ついても、国際的に用いられるプロファイ
ルとして完成することを目標と しています。

心臓カテーテル検査（CATH）
心臓カテーテル検査で発生する画像は動

画像であり、静止画像データを取り扱う放
射線領域のワークフローに類似しており、
SWF、PIR、ITI/CT の3つの統合プロファ
イルを循環器領域でも採用し、統合プロ
ファイ ル CATH として 提 示しています。
また、循環器領域では意識不明の氏名不詳
患者に対する心臓カテーテル検査と治療を
施行する場合があり、通常のワークフロー
であるSWF に加えて、事後に患者氏名等
が判明した場合の患者情報修正ワークフ
ローであるPIR を最初から加えて、統合プ
ロファイ ル CATH としています。SWF、
PIR、ITI/CT の各項についての詳細は放射
線領域の項をご参照ください。

波形情報（ECG）
心電図のワークフローでは2つのワーク

フローについて規定しています。
●1 PDF、SVG を利用した基本的な表示

PDF、SVG自体は世界で広く利用され
ている画像データ形式であり、各社機器か
ら発生したこれらの形式の心電図画像を１
つのサーバで保管し、検査ごとの履歴とし
て管理しています 。利用者は WEB
ブラウザで履歴一覧画面を表示し、必要な
心電図履歴を選択することで画像形式での
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・マルチベンダの心電図導入が可能
・電子化された波形情報による地域連携システムの構築が可能

自動的な解析情報の集約と外部システムとの情報連携

心電図波形を閲覧することが可能となります。
●2 MFER（日本版標準規格）を利用した多様な表示

日本 版 IHE であるIHE-J では 既にISO
/TS11073-92001として国際規格である
MFER を採用しています。波形データの標
準規格を採用することによるメリットは、画
像データではなく波形データとしての保管
が可能となるため、経時比較表示が可能とな
り、心電図波形解析ツールなどの利用が可能
となります 。MFER は今後、日本発の
世界標準規格として期待されています。

心エコーのワークフロー（ECHO）
心エコーのワークフローは経胸壁心エコー、

経食道心エコー、ストレスエコーを対象にして
います。血管内超音波検査（IVUS）や心臓内心
エコー（ICE）などは含まれていません。心エコー
の統合プロファイルは既存のプロファイルと共
通した点が多く、SWF、PIR の2つのプロファ
イルをまとめて統合プロファイル ECHO とし
ています。SWF、PIR については放射線領域
の項をご参照頂ください。

ストレス（STRESS）
循環器領域の診断法の大きな特徴として、

Treadmill運動負荷検査、Ergometer運動負荷
検査、アデノシンなどの薬剤負荷心筋 SPECT
検査、ドブタミン負荷心臓超音波検査、ジピ
リダモールなどの薬剤負荷 MRI検査などの負
荷検査が挙げられます。ドブタミン負荷心臓
超音波検査は前述の“心エコーのワークフロー

（ECHO）”に含まれるものの、運動負荷、薬剤
負荷ともにこれまでのところプロトコールの多
様性などから統合プロファイル・ワークフロー
が確立されていませんでした。そこで、IHE-J
循環器委員会ではこれらワークフローの作成に
着手しており、今後プロファイルを公表するこ
とを目的としています。

血管内画像診断（IVI）
循環器領域では動脈硬化性プラークの組織性

状評価に血管内超音波（IVUS）、血管内視鏡、
光干渉断層法（OCT）など新しいイメージング
法が登場しています。これら診断法は、心臓カ
テーテル検査のワークフローと類似しています
が、カテーテル検査時に診断の必要性が決定さ
れる場合が多いためワークフローの標準化が難
しい、データ量の多い動画像保存が要求される
ため施設のインフラ整備が必要などの普及上の
課題もあります。現在IHE-J循環器委員会では、
これら課題を克服すべくユーザービリティーの
良いプロファイルの作成を行っております。
また、本診断法は日本が世界的にも最も使用頻度

（対 PCI）が高く、標準化に向け世界に先駆けて
活動を行っていきます。

情報抽出とデータハンドリング

●1  計測結果管理（ED-CARD）
循環器領域では心エコー画像や心血管

造影画像では画像情報のみならず、画像
解析を行った結果得られた数値情報が
診断、治療指針の決定に大きく寄与して
いるという 特 徴 があります。 そこでその
解析結果をレポートシステムやデータ
ベースシステムへ電子データ（テキスト
データ）として送信することを可能とす
る統合プロファイルの開発を検討して
います。これにより解析結果の手作業
による転記の手間を省くことが可能と
なります 。

●2 データハンドリング
循環器領域では多施設共同研究や学会主

導の全国調査など、大規模な研究や調査が
盛んに行われています。また、北米やヨーロッ
パでは国が主導するナショナルデータベー
スが構築され、登録が義務付けられている
国があります。しかし、本邦では施設内のレ
ポートシステムやデータベースシステムか
ら、外部のデータベースへ情報を伝達する
ワークフローや技術が標準化されていない
のが現状です。IHE では外部データベース
への情報伝達技術を標準化することで、施設
内システムと外部データベースへの重複入力
の負担を軽減することを目指しています。
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PCD領域の IHE

PCD(Patient Care Device)領域の概要
PCD(Patient Care Device) 領 域 で

のIHE活動は、北米では2005年より開
始され、2006年からテクニカルフレー
ムワークの検討が始まっています。日本
に於いては、2009年からPCDドメイン
設立の準備を始め、2010年より活動を
開始しました。PCDドメインで扱う領域
は広く、装置間接続性の向上、データ形
式の標準化、患者のアラーム管理・伝達、
機器の管理、治療やケアに関する輸液等
の指示の正確さ、埋め込み機器の管理等
にまで及びます 。

これらをサイト別に見ると手術室のシ
ステム、救急のシステム、ICU/CCU にお
けるシステム、病棟システム等が該当し
ます。さらに他のドメインとも合わせて病
院内全てがカバーできることとなります。
これらを通して患者の安全管理を充実さ
せることも考慮します。さらに、PCD は
救 急 車やクリニック（診 療 所）レベ ル
から家庭と言う範囲までカバーするPHD

（Personal Health Device）と言う概念とも
整合を取れるよう考えています 。

PCDドメインでは各装置どうしの相互
接続に関するDEC（Device Enterprise 
Communication）というプロファイルが
基本となります。さらにアラーム管理と
して ACM（Alarm Communication 
Management）、 輸 液 ポ ン プ 管 理に 関
する PIV（Point of care Infusion 
Verification）等が主たる統合プロファイ
ル となります。その 他、装 置 間 で 扱 う
パ ラ メ ー タや 単 位・ 有 効 桁 等を 調 整
する RTM（Rosetta Terminology 
Mapping）、波形データの管理のための
WCM（Waveform Communication 
Management ）、埋め込み機器の管理
IDCO（Implantable Device Cardiac 
Observation ）や 装 置 の 管 理 MEM

（Medical Equipment Management）等
があります。
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各アクタとデータ取り込みの流れ（計測値・アラーム情報など）
(DEC : Device Enterprise Communication)

各アクタとデータの流れ (ACM : Alarm Communication Manager)

各アクタとデータの流れ (PIV : Point of care Infusion Verification)

各装置からのデータ収集（DEC) 
統合プロファイル DEC（Device Enterprise 

Communication）は、各装置からのデータ
収集をするプロファイルです 。この
プロファイルは、PCDドメインの他のプ
ロファイルの基本となるプロファイルで、
アラームマネジメント（ACM）や、輸液管理

（PIV）のプロファイルも、装置からのデータ
の収集はこのDECプロファイルを使用します。

DECプロファイルは、装置からデータを
出 力 するDOR（Device Observation 
Reporter）というアクタとデータを受信
するDOC（Device Observation Consumer）
という ア ク タが 基 本となります。DOR から
DOCへのデータ出力頻度はDOF（Device 
Observation Filter）で 指 定 することに
なっていますが、DOF に関してはDOR か
DOC に含める方向で検討中です。この他
にどの患者さんを登録管理するかという
SPD（Subscribe to Patient Data）と
いうアクタや装置で計測されたデータと
患 者 ID との 紐 付けとしてPIB（Patient 
Identity  Binding to Device Data）とい
うアクタがあります。

アラームマネジメント (ACM)
統 合 プ ロ フ ァ イ ル ACM（Alarm 

Communication Management）は、患
者及び装置に関するアラーム管理のプロファ
イルです 。

アラームデータの送受信はDECプロファ
イルでのトランザクションを利用し、アラームの
出力はAR（Alarm Reporter）と言うアクタと
なり、そのデータをAM（Alarm Manager）
で管理し、AC（Alarm Communicator）で
メディカルスタッフに伝達します。そして履歴
管理等はAA（Alarm Archiver）で行います。

ACMプロファイルで特徴的なのは、アラーム
の管理と言っても患者アラームだけを管理
するのではなく、患者に使用される装置の
アラームも管理します。盤

輸液ポンプの管理 (PIV)
統合プロファイル PIV（Point of care 

Infusion Verification）も、輸 液ポンプ
からの流量等のデータ収集はDECプロ
ファイルでのトランザクションを利用し
ます 。 これらの デ ー タをもとに 患
者への投薬指示や輸液指示が行われます
が、正しい患者に正しい投与量を正しい
ルートで投 与することを第一 義的に考
えます。投薬や輸液指示を人的なミスを
防 ぐことを 目 的 として、IOP（Infusion 
Order Programmer）から、IOC（Infusion 
Order Consumer）へ設定を伝達するトラ
ンザクションとなります。輸液ポンプ等へ
の実際の投与設定と開始は、その設定値を
確認したメディカルスタッフが行います。 
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ITI の統合プロファイル

施設間の医療情報連携基盤

施設間の患者情報参照基盤

IHE IT Infrastructure（ITI) 領域とは
臨床分野のワークフローの実現の基盤

となるプロファイルを集めたものです。例
えば、セキュリティ基盤、患者 ID の参照
などです。また、他の分野に拡張が可能
な基本的な実装の基盤を構築しています。
例えば、施設間での医療情報連携（HIE:   
Health Information Exchange)基 盤 や
治験データ収集などのためのフォームデー
タの検索の仕組みなどです。 にITI
の統合プロファイルを示します。

セキュリティ基盤
正しいユーザーかどうかは、PWP（職

員の登録簿）、ユーザー認証については、
XUA、アクタ間での相手認証は、ATNA（監
査証跡とノード認証）、誰がアクセスした
かの監査証跡は、ATNA、改ざんはないか
などデータ完全性には、CT(時刻の整合）、
及びATNA、あるいは、DSG(ディジタル
署名）が用いられ、データ秘匿（暗号化）に
ついては、ATNA などの統合プロファイ
ルを利用することができます。

医療情報連携基盤
医療機関 A、B、C、D があり、患者は

A機関で救急の治療を受け、B機関に入院、
C機関で長期療養を行い、近隣の診療所 D
で診療を受ける場合、診療所 D の医師は、
患者から過去の治療経緯を聞くだけではな
く、医療機関 A、B、C から必要な医療情
報 (ドキュメント）を参照したいと考えます

。そこで、合意を形成したコミュニティ
（アフィニティドメイン）の内部に情報の所
在管理センタ (レジストリ）を設置し、実際
の情報は提供する各医療機関が保管 (リポ
ジトリ）しておき、患者の情報の所在がわか
れば、そこから情報をいつでも引き出せる
(コンシューマ）仕組みをつくることができ
ます。XDS統合プロファイルは、所在管理
台帳（レジストリ）、提供共有情報の保管（リ
ポジトリ）というアクタで情報共有する基盤
を構築しています。その他ポイントツウポ
イントの通信で相手にドキュメントを提供
する方法（XDR）や可搬媒体によってドキュ
メントを届ける仕組みもあります（XDM）。

患者情報参照基盤
   に、患者 ID の相互参照方法を示
しています。患者 ID は、各医療機関の患
者 ID の提供元 (患者 IDソース）によって
中央にある患者 ID相互参照マネージャに
登録され管理されています。マネージャ
は、各医療機関からの患者 ID を相互にマッ
ピングします。各医療機関の患者 ID利用
者（コンシューマ）はマネージャに問い合わ
せ、自病院の患者 ID から医療連携するコ
ミュニティ全体のID を知ることができま
す。このプロファイルは、患者 ID相互参
照・統合プロファイル（PIX）と呼ばれてい
ます。また、患者名、生年月日などの基本
情報から、患者 IDを知ることのできる統
合プロファイル（PDQ）があります。 
 

IT Infrastructure 領域の IHE
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LTW と LDA のアクタとトランザクション

臨床検査分野の統合プロファイル

臨床検査領域の IHE

ワークフロー
ＨＬ７
Ver.2.5

ＬＴＷ

ＬＣＳＤ

ＬＰＯＣＴ

ＬＤＡ

ＬＢＬ

XD − LAB

臨床部門と検査部門が通常行う入院・外来患者に対
する検体検査業務のワークフローを扱うプロファイ
ル。臨床検査部門の基本的なワークフロー

ＬＴＷの異なるアクタあるいはシステム間におい
て、共通の検査コードを使用するための検査コード
更新ワークフロー

検査部門の監督下で、手術室やベッドサイドのよう
な臨床現場で行われる POCT 検査のワークフロー
を扱うプロファイル。

分析実行プロセスにおける、オートメーション・マ
ネージャ（ＡＭ）と、分析機、前／後処理装置など
の分析機器（ＬＤ）間のワークフロー

検体検査依頼に基き採取管（容器）等にバーコード
ラベルを貼る「採取管（容器）準備システム」との
トランザクションに関するプロファイル。

他施設へ伝達する検査結果ドキュメントの構造に関
する規約

Laboratory Testing Workflow

臨床検査ワークフロー

Laboratory Code Set Distribution

検査コードの更新

Laboratory Point of Care Testing

臨床現場即時検査

Laboratory Device Automation

検査自動化システム

Laboratory Barcode Labeling

採取管準備

Sharing Laboratory Reports 

臨床検査結果報告書の共有

種別 参照標準 略称 名称 説明

コンテンツ
ＨＬ７
Ver.3.0
ＣＤＡ

臨床検査領域の統合プロファイル
臨床検査分野のIHE活動は2002年よ

り開始され、日本でも同年 IHE-J臨床検査
ワーキンググループを発足させ、国際会議
に参加し提案、検討を重ねてきました。現
在までに作成した統合プロファイルについ
て下表に示します。このうちLDA、LBL
統合プロファイルについては日本が中心
となってまとめたものです。臨床検査の
基本的な統合プロファイルであるLTW と
LDA のアクタとトランザクションについ
て に示します。なお最新のテクニカ
ルフレームワークは以下のURL からダウ
ンロードできます。

IHE Laboratory Technical Framework 
Volume 1,2
Revision 2.1–For Trial Implementation 
August 8, 2008
http://www.ihe.net/Technical_
Framework/index.cfm

また、ワークフロー関係の統合プロファ
イルに関してはHL7 Ver.2.5を参照標準
としていますが、日本語の資料としてHL7 
Ver.2.5準拠のJAHIS 臨床検査データ交
換規約 Ver.3.0を参照してください。

JAHIS 臨床検査データ交換規約 Ver.3.0
http://www.jahis.jp/standard/seitei/
st08-001/st08-001.htm

IHE 導入により期待される効果の一つ 
として、HIS（電子カルテシステムやオー
ダリングシステム）、LIS（臨床検査システ
ム） どちらか一方のシステム更新の際に、
システムメーカーの選択肢が増えるととも
に、円滑に移行可能であることが挙げられ
ます。また要求仕様書を作成する場合も、

一般的な検体検査のワークフローについて
は「IHE のLTWプロファイルを適用する」
と書けば済みます。IHE導入により、シス
テム更新費用の削減が期待できます。
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病理学標準的ワークフロー

病理・臨床細胞領域における手術材料・生検材料の病理標本の構造情報

病理・臨床細胞領域の IHE

病理・臨床細胞領域の統合プロファイル
病 理・ 臨 床 細 胞 領 域 のIHE活 動は、

2005年9月からは米国、欧州、日本が
協力して推進しています。病理学統合プロ
ファイルでは、他分野と同様に、標準的な
ワークフロー（WF）を設定しており、医療
情報システムへの患者情報登録から、オー
ダ発行、検査実施、各種病理画像収集と
保存、レポート作成と保存、それら結果の
端末への表示、の一連の業務フローを実行
するためのアクタとトランザクションを指
定しています 。現在まで、病
理部門システム（APIS）と病院情報システ
ム（HIS）などの関連システムが容易に接続
できるようにするガイドラインとして、病
理学テクニカルフレームワーク（PTFW：
Pathology Technical Framework）が作
成されてきました。病理学テクニカルフ
レームワーク（PTFW）は下記のURL から
入手できます。
＜関係業務 [ アクタ名 ] ＞

●組織診 [SP : Surgical Pathology]
●細胞診 [CP： Cytopathology]
●剖検 [CA： Clinical Autopsy]
●研究 [RP： Research Pathology
　（Tissue Micro Array の一部）]

（※1）
http://www.ihe.net/Technical_Frame
work/upload/IHE_Pathology_TF_
vol1_v1.pdf

（※2）
http://www.ihe.net/Technical_Frame
work/upload/IHE_Pathology_TF_
vol1_v2.pdf

今後の展開
病理部門におけるデータ交換規約と、

画像格納のためのDICOM 規格の標準化
は実用に向けて進行中です。またスライド
上の標本全体をデジタル化する装置（バー
チャルスライド）の効率的なファイル方法
も 現 在 DICOM WG-26 でその 画 像 の
標準化が行われています。バーチャル
スライドの画像は数ギガバイトにも及ぶ
巨大な記憶容量を必要とするため、その
保存、検索、表示には工夫が求められてい
ます。WG-26には、1枚のバーチャルスラ
イド画像を1辺が1千〜4千画素のタイル
画像に分割して保存する方法が提案されて
います。

その際には観察に必要と想定される様々
な倍率の画像も予めタイル画像に分割して
ピラミッド状に用意することで、効率よい
検索や表示を実現しようとする方法です。
バーチャルスライド画像のDICOM標準化
により、ユーザーは自分の要求に最も適し
たスキャナ・画像サーバ・ビューワを選択

することが可能となります。
また病理領域画像のデジタル化・標準化

の進展により、放射線画像、内視鏡画像、
病理画像等を平行表示が可能となります。
これにより、放射線医、病理医、内視鏡医、
などの画像診断において新たな利用方法の
広がりが期待されています。
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内視鏡領域の統合プロファイル

内視鏡領域の IHE

内視鏡領域の統合プロファイル
内視鏡領域の IHE は、経済産業省の

「医療情報システムにおける相互運用性
の実証事業」のもと、2006年9月に公開さ
れた「IHE消化器内視鏡テクニカルフレー
ム Year1:2005-2006（ 上 部 消 化 管 ）
Volume I　統合プロファイル」に始まりました。

その後の検討を経て、2010年7月に「IHE 
Endoscopy Technical Framework 
Year  4 :  2009-2010（Upper /
Lower Gastrointestinal Tract）Trial 
Implementation Version」を発表しま
した。この新しいテクニカルフレームワー
クに基づき、同年10月にはコネクタソン
の実施に至っています。

内視鏡消化管プロファイルであるEWF
は、放射線のSWF が基になっていますが、
内視鏡検査独自のワークフローに対応す
るために異なる点もあります。

まず、内視鏡の検査はリアルタイム画
像にて診断が行われ、内視鏡の写真撮影
を終えても検査終了となりません。その
所見・診断結果を検査レポートとしてま
とめた時点で検査終了となります。その
ためEWF ではレポート作成システムをフ
ロー中に入れて、検査レポート作成が終
了したことを内視鏡検査システム（EIS）
に知らせるフローを持たせるとともに、画
像取得のフローは別のプロファイル (EIA)
としました。

また、内視鏡検査中に生検を行うこと
がありますが、この場合に病理検査のオー
ダが発生するのも内視鏡独自のフローで
す。この点に関しては、HIS から病理部
門へのオーダを出すことができるように、
レポート作成システムからHIS に向けて、
検査レポートを送るフローを持たせま
した 。

導入施設名

消化器内視鏡のテクニカルフレーム
ワークは、下記のURL から入手できます。

http://www.ihe-j.org/comments/
endoscopy02/index.html 

今後の展開としては、現在未定義であ
る、画像取得のプロファイル（EIA）の検討
があります。また、2010年4月に、IHE
国際にて正式に内視鏡ドメインが誕生しま
した。現在のテクニカルフレームワークを
もとに、日本発の国際ガイドラインを作成
することも今後の課題です。

＜関連システム [ アクタ名 ] ＞
●病院情報システム（オーダリング） [HIS]
●内視鏡検査システム [EIS]
●レポート作成システム [REPORT]

日本IHE協会ではIHEを導入された施設の事例紹介（サクセスストーリー）を行っています。
Webサイトから導入状況のアンケートに答えて申し込みください。

IHE の導入施設紹介（SUCCESS STORY）

日本 IHE 協会公式 Web サイト
http://www.ihe-j.org/

●埼玉医科大学総合医療センター
●藤田保健衛生大学病院
●岡崎市民病院
●放射線医学総合研究所
●高山赤十字病院
●圏央入間クリニック

●浜松医科大学医学部附属病院
●福井大学医学部附属病院
●富士市立中央病院
●豊橋市民病院　
●群馬大学重粒子線医学センター
●東北大学病院
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接続検証ツールの構造

我が国におけるコネクタソンの実施風景
（日本 IHE 協会）

ケアストリームヘルス株式会社 東芝メディカルシステムズ株式会社

（50音順）

S会員

A会員

■株式会社アイシーエス■アイテック阪急阪神株式会社■アイホン株式会社■株式会社AZE■アレイ株式会社■アロカ株式会社■アロカシステムエンジニアリング株式会社■株式会社イービーエム・ジャパン

■株式会社イメージワン■株式会社インフィニットテクノロジー■インフォコム株式会社■株式会社エイアンドティー■AJS株式会社■株式会社SBS情報システム■エヌエスティ・グローバリスト株式会社

■株式会社オネスト■オムロン ヘルスケア株式会社■オリンパスメディカルシステムズ株式会社■株式会社管理工学研究所■キッセイコムテック株式会社■株式会社グッドマンヘルスケアITソリューションズ

■有限会社グローバル・フォー■株式会社ケアコム■ケーディーアイコンズ株式会社■興和株式会社 ■コドニックス・リミテッド株式会社■コニカミノルタエムジー株式会社■ザイオソフト株式会社

■済生会宇都宮病院■GEヘルスケア・ジャパン株式会社■シー・エム・エス・ジャパン株式会社■株式会社シーフィックソフトウェア■株式会社ジェイ・エム・エス■株式会社ジェイマックシステム

■株式会社システム計画研究所■シスメックスCNA株式会社■株式会社スリーゼット■泉工医科工業株式会社■株式会社ソフトウェア・サービス■株式会社千代田テクノル■株式会社テクノメディカ

■テクマトリックス株式会社■テルモ株式会社■東芝医用システムエンジニアリング株式会社■東芝住電医療情報システムズ株式会社■東洋メディック株式会社■株式会社トプコン

■株式会社トプコンメディカルジャパン■株式会社トライフォー■株式会社ニコン■株式会社ニデック■ニプロ株式会社■日本アイ・ビー・エム株式会社■社団法人日本医学放射線学会

■一般社団法人日本医療情報学会■財団法人日本眼科学会■日本眼科医療機器協会■日本光電工業株式会社■日本電気株式会社■日本バイナリー株式会社■社団法人日本病理学会■公益社団法人日本放射線技術学会

■一般社団法人日本放射線腫瘍学会■ネットワンシステムズ株式会社■株式会社ハイスポット■パナソニックメディカルソリューションズ株式会社■株式会社バリアンメディカルシステムズ■株式会社ピーエスシー

■ピー・エス・ピー株式会社■東日本電信電話株式会社■日立コンピュータ機器株式会社■株式会社日立製作所■株式会社日立ハイテクノロジーズ■株式会社日立メディコ

■株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン■フクダ電子株式会社■富士ゼロックス株式会社■富士通株式会社■株式会社富士通山口情報■富士フイルムメディカル株式会社■富士フイルム株式会社

■ボルケーノ・ジャパン株式会社■三菱電機インフォーメーションシステムズ株式会社■メディオ・テック株式会社■横河医療ソリューションズ株式会社■株式会社ラムテック■リマージュジャパン株式会社

■株式会社両備システムズ　　　　　（平成23年3月31日現在）

日本ＩＨＥ協会は個人会員と法人会員から成り立ち、特に以下のＳ会員、A会員のご協力をいただいています。

協力団体・企業

「医療情報システムの相互運用性確保のための対向試験ツール開発事業」への取り組み

厚生労働省事業 解説

日本 IHE協会は、2007年度から厚生
労働省事業「医療情報システムの相互運用
性確保のための対向試験ツール開発事業」
に取り組んできました。この事業の目的は、
ＩＨＥの考え方に基づいた簡便な医療情報
システムの相互接続性の確認が行える対向
試験ツール (接続性確認検証ツールと呼び
ます) の開発を行い、接続性確認試験（コ
ネクタソン）の実施に当たって、メーカー
に支援を行い、実装した製品の相互接続性
の達成状況を、メーカー、ユーザーに分か
りやすく 提 供することにあります。 また、
この事業では、国際的なIHE活動の動向を
見極めつつ、わが国からの医療情報化への
発信を行うとともに、わが国の医療制度、
医療施設環境に合わせた統合プロファイル
の開発、拡張を行うこと、国内において統
合プロファイルによる医療情報システムの
実装を推進するための普及・啓発活動を行
なうこと、なども重要な目的としています。

IHE は、医療機関で行われる共通の業務
を、できるだけ単一の機能をもつシステム
で構成し、システム間の接続を標準仕様で
行います。例えば、検査業務であれば、オー
ダを出す機能、オーダを受けて実施する機
能、実際に検査データをとる機能、保存す
る機能、表示する機能といった形です。こ
れらをIHE ではアクタと名付けていますが、
アクタとアクタを結ぶ通信（トランザクショ
ン）は標準規格を用いて実装できるように、
IHE は詳細な規格の用い方を記述し、テク
ニカルフレームワークという仕様書として
公開しています。しかし、テクニカルフレー
ムワークに従って作られたシステムが本当
につながるのかという 確 認 が 必 要になる
ことは 言うまでもありません。そのために
IHE はコネクタソンと称する公開接続性確
認試験を実施してきました 。

コネクタソンでは各メーカーの実装結果
を実際に確認する作業を行ないます。その
ためには、アクタ間のトランザクションの
ひとつひとつに対して、メッセージが正し
くやりとりされたかどうかを確認する作業
が必要です。一連の作業の結果により、ユー
ザーは、メーカーのアクタ・ソフトウェア
は実績があるという信頼感をもつことがで
きますし、医療機関での接続が最初ではな
いので、余分の時間、コストがかからない
という安心感を持つこともできます。また
メーカーも、接続に関わる問題が早く、導
入前に見つけられ修復できる点、各メー
カーの開発技術者による問題解決が行われ
ることになるので、時間が短縮できる点、
一時期に多くのメーカーとテストを実施で
きる点など、大きなメリットを得ること
ができます。現在約 20 の統合プロファ
イルにある約 80 のアクタ間で行われる
約400程度のトランザクションを数シス
テムのアクタ間でテストすることが必要
であり、そのチェックには膨大な手間がか
かることになります。IHE全体の統合プロ
ファイル開発は、すでに100を超えてお
り、将来に渡って、さらに多くの統合プロ
ファイルが追加されていきます。この状況
でコネクタソンを維持するには、試験を効
率よく支援するツールの開発が必須となり
ます。日本 IHE協会は厚生労働省の事業に
よって、正確な接続検証を効率よく行える
ツール開発の事業に取り組んできました。

ツールには、トランザクションを傍受し
（トランザクションモニタ）、内容をチェック
（バリデーションツール）、結果を審査員に
提示する機能、システムが出力するデータ
やログ、表示画面などを審査員に提示する
機能（KUDU）、対向試験の相手アクタと
なって試験する（アクタエミュレータ）機能

などがあります。チェックされるメッセー
ジはDICOM規格やHL7規格などに準拠
したものになります 。

今後も、IHE による標準化が進む限り、
接続テストを中立な立場で実施する重要性
は変わりません。標準的接続性を確保する
ことは医療安全に大きく関わる問題だからで
す。コネクタソンを実施する統合プロファイ
ルは今後も益々増えていきます。日本 IHE
協会は、広くネットワーク上で検証ができる
ような拡張されたツール開発も視野に入れ
て、取り組んでいきたいと考えています。
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